
      

偉人・有名人のことば（ふり返り） 
今日は、これまで校長先生が朝会の中で紹介してきた、偉人・有名人のこと

ばを振り返りたいと思います。さあ、どれくらい覚えてるかな？まずは、この

人誰だっけ？そう、トーマス・エジソンです。彼はこんな言葉を残しました

ね。「僕は失敗なんかしちゃいない。うまくいかないやり方を１００００通り

みつけただけさ」何度失敗しても、失敗と思わず、うまくいかない方法を見つ

けたという前向きな考えがあったから、数々の大発明につながったんですね。 

そういう考えを持てるようになったのも、この人の影響が強かったのですね。そ

う、母のナンシーです。耳の聞こえなくなったエジソンに「あなたには、目も鼻

もついているし、健康だわ。夢を捨てず、努力を続けなさい」と前向きになるような声掛けをしてい

ましたね。耳の聞こえないハンディキャップ（障がい）はかえって、集中できる、と本人も言ってた

よね。 

 次はこの人。そう、野口英世です。彼も左手の大やけどをしたハンディキャッ

プがありましたね。彼もまた前向きな言葉を残しています。「変えられるものが

二つある。それは自分と未来だ」１歳で囲炉裏に落ちて大やけどをしたこと、小

学校の時、いじめにあったことなどなど、過去に経験したことあったことは変え

ることができません。でも、自分の努力次第でこれからの自分と未来は変えるこ

とができる、と後々世界的に有名な細菌学者になり、それを証明してくれまし

た。 

 次は、この人。そう、イチロー元野球選手です。彼はこん

な言葉を残しました。「夢を掴むことというのは一気には出来ません。小さなこと

を積み重ねることでいつの日か信じられないような力を出せるようになっていきま

す。」彼は、大谷翔平選手のようなホームランバッターではありませんでしたが、

こつこつと１本、１本のヒットを積み重ねた結果、シーズン２６２安打、生涯日米

通算４３６７安打という、とてつもない前人未到の記録を打ち立てました。 

 次は、ドラえもんです。こんなことばを紹介しました。「いちばんいけないのは自分なんかだめだ

と思い込むことだよ」このことばが、まさにぴったりな有名人が最近現れました。誰だと思う？ 

 はい、この人たち。そうです、ついこの間まで行われていたミラノ・コルティ

ナオリンピックのフィギアスケートのペアで金メダルを取った“りくりゅうペ

ア”です。木原龍一さんはショートプログラムの本番で今までほとんど失敗した

ことのない、三浦璃来さんを持ち上げる技を失敗してしまいます。もう金メダル

は絶望という状況になってしまいました。落ち込んだ木原さんは、その日の夜

も、次の日もずっと泣いてばかりいたそうですね。そんな木原さんに三浦さん

は、「結果のため、金メダルのため、そういうために滑るんじゃなくて、私はあ

なたのために滑るよ」って声をかけました。そのことばで勇気をもらった木原さ

んは「こんなにも強くサポートしてくれる感動があったんで、僕も璃来ちゃん

に、お互いのために今日は滑ろう」って、心から声が出ました。結果や金メダル

のためではなく、「相手（人）のためだけに演技すること」と目標が変わると、

二人の絆がより深まるのを感じたのでしょう。ここから、２度目の本番、フリー

では会心の演技を披露し、みごと金メダルに輝きました。 

学校教育目標：「学び合い 認め合い たくましく未来をひらく児童の育成」  

校長室の窓から  

 
令和８年 ３月５日 

明石台小学校長 

平田 喜秋 第９号 



 二人は、きっとこのアンパンマンのことばと同じ気持ちになったのではな

いかと思います。 

「困っている人を助けた時に、こころがあたたかくなって、そのときわかっ

たんだ。僕が何のために生まれてきたのか、何をして生きていくか、何が僕

の幸せかって…。」 

 あの時の“りくりゅうペア”は、たとえ金メダルが取れなかったとしても

納得できたりっぱな演技だったと思います。二人で支え合い、助け合った演

技はきっと心があたたかく、信頼しあえて作り上げた二人の最高の演技だ、

と実感したのではないかと思います。そして、最高の幸せをつかんだのだと

思います。 

 そして、最後、これは、校長先生からみなさんに伝えたい言葉です。『「ありがとう」と言える

人、「ありがとう」と言われる人になりなさい。』オリンピックでメダルを取った人、活躍した人も

必ず、自分を支え、応援してくれた人々に感謝の気持ちを伝えていました。みなさんもここまでたく

さん勉強し、努力をしてきたと思うけど、決して一人で大きくなり、成長してきたのではありませ

ん。親や家族の支えと応援、先生の教え、地域の人の見守り、下級生の応援、仲良くしてくれた友

達・・・・・たくさんの人と関わってきたおかげで、今の成長があります。だから、これからは、感

謝の気持ちをこめて「ありがとう」って言える人、そして「ありがとう」って言われるやさしい人に

なってください。 

 今日紹介したことばを時々思い出して、次の学年でもがんばってくださいね。６年生は中学校でも

がんばるんだよ。いつまでも応援してるからね。 

 

 

 

 

 


